
点数 各項⽬20点満点
No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
198 どっち にる ⼀般審査員A 18 14 16 15 17 80 旦那さん、並⾏世界から来た⼈間？ それとも、両⽅の記憶も持つもの？ タ

イトルの「どっち」という意味が意味深になってきますね。この話を読んだ時
に思ったのはドッペルゲンガーって実は並⾏世界から来た⾃分なんじゃないだ
ろうかってふと思ってしまいました。旦那さんはまじでどっちの⼈間なんだろ
うか。

198 どっち にる ⼀般審査員B 14 13 16 13 14 70 話の内容もわかりやすくて、流れもスムーズで読みやすい話でした。パラレル
ワールドの話で違う世界線の話をしていると思っていたら、交わり、交差し、
⼊れ替わって⾃分がどの世界線の話を読んでいたのかわからなくなりました。

198 どっち にる ⼀般審査員C 17 16 18 18 17 86 イメージとしては⼀本の⽊から無数に枝分かれした平⾏世界。今こうして⽂章
を読んでいる間にもその枝はどんどん細分化されてゆき…そういえば初めて想
像しました。並⾏世界の⾃分がもし⼈を殺めたり、亡くなってしまったら…！
少なからず今のこの⾃分にも何らかの影響が必ず現れるはずですね。そんな想
像すら容易にさせてしまう登場⼈物の妙な説得⼒に気付いたらハマっていまし
た。不思議であり設定としても新しく、ユーモアある世界観それと最後はしっ
かり怖いというハイブリッド怪談でした。

198 どっち にる ⼀般審査員D 17 19 18 17 18 89 読み進めながら何度も何度も裏切られました。良くも悪くも。途中までヨドガ
ワさんはあの世の者が⾒えているのかと思えば、まさかのパラレルワールドが
⾒ているという展開にぎょっとしました。そんな展開になるとは全く予想でき
なかったです。そして、思い出話を懐かしく語るタイチを何故奥さんは怖がっ
ているのかと思えばまさかの展開…何度もえ？っと声が出そうになる話でし
た。今この話が語られている世界と並⾏世界、クロスしてしまったのだとした
らいつからなのでしょうか。⽂章にも無駄がなく、とても伝わりやすい表現で
綴られていたのであっという間に読み切ってしまいました。タイトルの伏線回
収が美しい。

198 どっち にる ⼀般審査員E 20 20 20 18 20 98 怖い怖い結末が怖すぎる。最後に「どっち！！」って叫びそうになりました。
⽇常の⽣活の何気無い夫婦の会話から始まる恐怖。これに気付いてしまった
ら、この先も普通に夫婦として⽣活していけないと思ってしまいました。あの
時、家の話なんてしなければと後悔してしまうのではないでしょうか。パラレ
ルワールドなのか？いやもっと根深い話な気が…ゾッとして⿃肌が⽴ちまし
た。

198 どっち にる ⼀般審査員F 15 15 16 16 16 78 パラレルワールド的なお話で、怖さよりも⾯⽩い、と感じたお話でした。昔の
バイト先の先輩のヨドガワさん、通称ヨドさん。⼟地の事がわかるという不思
議な⼈、というイメージで話は進んでいくが、ある⽇からハタナカさんを⾒か
けなくなった、という話から何やらキナ臭さが…。ヨドさんは、あっちの世界
では詐欺師、しかも、インチキ宗教の教祖で、ハタナカさんはその信者でしく
じった、という謎のカミングアウトを残して⾏⽅を眩ましてしまう。そして、
これらの話はタイチの体験談として語られてくるが、妻にはそれらの話のあっ
ち、とこっちが逆になっている話として聞こえる。タイチは洗脳されていたの
か、はたまた催眠術でもかけられていたのだろうか…。

198 どっち にる ⼀般審査員G 18 20 19 10 18 85 うわぁ…凄いっ！怖いと⾔う⾔葉では⽚付けられない、不思議で⾮常に興味深
いお話しでした。個⼈的にこういう不思議な話しが⼤好物なので最後までドキ
ドキしながら読み進めました。序盤はタイチ⽬線のヨドガワさんメインで進め
られており、内容もとても興味深く⾯⽩いなぁと思っていた所で、オチが奥さ
ん⽬線！⼀気にゾゾ〜ッ！しかし“並⾏世界”⾯⽩いですね…凄く気になりま
す。⾃分には⾒えないけどそういった世界が存在するならば⾃分はどんな世界
にいるのか⁈⾊々と考えさせられました。⾼得点なお話しでした！！！ あ、
ちなみに⾯⽩くて2度読みましたw

198 どっち にる ⼀般審査員H 18 20 18 18 15 89 不動産系怪談と思って油断してたら、予測できないどんでん返しに震えまし
た。⼦どもの成⻑に合わせて引っ越すのか、マイホームなのか。家族が増えた
⼈には⼀度は経験するような悩みから始まって、過去の回想までがスムーズす
ぎて感嘆です。ヨドさんのキャラクター設定、能⼒、⾒た⽬、どれも良いです
ね。報酬がタバコと⽸コーヒー。内容に⽐べて報酬が軽すぎる。最後のオチが
出てくるまで、ヨドさんが出てくるお話をスピンオフで読みたい〜と軽く思っ
ていたのに、こんな終わり⽅。すごい。読了後のタイトルもシンプルにゾクゾ
クしました。こんなに才能溢れる⽅の投稿が読めて嬉しいです。

198 どっち にる ⼀般審査員I 14 12 13 12 14 65 ⾯⽩かったです。私が今まででこの審査で読んだ中でも上位の⾯⽩さでした。
読みやすかったですし。あっちの世界を話していたはずが。。。旦那さんはパラ
レルワールドから来た⼈なんでしょうか。それとも全てが旦那さんの思い込み
の創作なのか。。。最後の最後にゾッとしました。これから先の⽣活を送ること
を考えても。。。怖いですね

198 どっち にる ⼀般審査員J 15 15 15 18 19 82 主⼈公の旦那さんは、実は、並⾏世界からの迷い⼈だったのかもしれないとい
う意外な結末はとても良かった。⼼霊的な怖さというよりも⾃分が気が付かな
い間に⾃分が⽣きている世界が変わっているかもしれないという表現しづらい
怖さを感じさせた

合計 166 164 169 155 168 822

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
202 三⼜の⿃居 神崎マコト ⼀般審査員A 18 15 20 16 20 89 神崎さんはやっぱりすごいです。さすが創作志望ですね。個⼈的には年間チャ

ンピオン筆頭だと思っています。⼩説を書くときの基本がしっかりとしてい
る。？を使った後は必ずスペースを使う。⾏の始めは⼀段落下げる。三点リー
ダーを使う時は複数にする。基本的なところをしっかりと押さえているのが個
⼈的には良いなと思いました。そして、今回の話もしっかりと怖さは伝わって
きます。異界に迷い込んでしまった。ここまではありきたりだけど、LINEで通
話することは出来る。この設定はよかったと思います。倉⽥さん、ここに来た
段階で呼ばれていたんですかね。再現ドラマにしたら、怖さは増幅すると思い
ます。

202 三⼜の⿃居 神崎マコト ⼀般審査員B 15 14 15 13 13 70 ⽯にはいろんな⼒が宿っているみたいな事を聞きますが正直、良し悪しがわか
らないのですごくこわいですね。拾ってきた⽯でおかしくなる話が多いのもわ
かる気がします。守護霊の強さで⼈⽣も変わってしまうのは何だか切ないです
ね。

202 三⼜の⿃居 神崎マコト ⼀般審査員C 18 17 17 16 17 85 ⼭に呼ばれる。インタビューで登⼭家はそう表現しますけど、これはまた別の
お話で。穢れ、魑魅魍魎の類いこういうワードを読むだけでワクワクします。
初めから呼ばれていたのですね。国内だけで年間数万⼈の⾏⽅不明者が出ると
聞きますが、科学では到底説明が出来ない事象に巻き込まれた結果で失踪する
という事案はその内何%を占めているのでしょうか？読後思わずそう思案して
しまうようなジワッとした作り込まれたお話でした。エンドレスで抜け出せな
い焦りと時間経過と共に狂いだす⼈物、具体的な魑魅魍魎が出なくても⼗分で
納得の怖さがありました。

202 三⼜の⿃居 神崎マコト ⼀般審査員D 16 18 17 18 16 85 ⼭には『何か』が潜んでいる。という類の話の中でも呪いとも⼭の神とも違う
存在という、少し違った⾓度の話に引き込まれました。倉⽥さんはその『何
か』と波⻑が合ってしまい、導かれるようにそこへ誘われてしまったのでしょ
う。そして⽯が好きで集めている主⼈公の⽅も同様にターゲットになったのは
必然だったように思います。三⼜の⿃居の意味は何だろう、と不思議に思って
いたのですが読んでなるほど…と感⼼してしまいました。LINEの送信時間がか
かるようになるというのも妙にリアリティがあって気味が悪かったです。徐々
に異世界へと誘われ、⼀刻も早く抜け出さなければと焦る⼼理描写は⾒事でし
た。⿃居の向こう側は異世界が広がっているかもしれない、と思うと⾒慣れな
い⿃居は興味本位でくぐらないほうが良さそうですね。

202 三⼜の⿃居 神崎マコト ⼀般審査員E 18 20 15 15 18 86 三柱⿃居ならぬ三⼜の⿃居。その先の⿊い原⽯。その場所に閉じ込められ、⽇
没までに脱出しないと出られなくなる緊迫した所で、倉⽥から⽬を逸らさず後
ろ向きに逃げていく所は⾃分が主⼈公になった気持ちになってドキドキしなが
ら読んでいました。初めから倉⽥が穢れに呼ばれて、この場所を訪れたという
所と、鉱物の収集は⽌めたものの倉⽥から⽣えていた⿊い結晶に魅いられてし
まっている結末には、新しさは感じませんでした。

202 三⼜の⿃居 神崎マコト ⼀般審査員F 18 16 16 17 15 82 とても怖くて⾯⽩いお話でした。天然⽯探しは実際に趣味にしている⼈を知っ
ているので、最初、その⼈の事をイメージしながら読んでいました。友⼈の倉
⽥に誘われるようにして沢に下り、沢の横の⼩道を⼊っていく⼆⼈。そこで⾒
つけた三⼜の⿃居。確かに三⼜の⿃居なんて⾒たこともないし、存在⾃体不気
味だ。そして、その⿃居の奥に現れた⿊い柱状結晶の原⽯。ヤバそうな予感し
かなく、実際にその予感通りに進んでいく展開がまた⾯⽩くて次、次と読み進
めたくなります。⽇が暮れるまでに帰ろうとするが、何度帰ろうとするも、原
⽯の前に戻され、閉じ込められたようにループするのも怖いですね。最終的に
は霊感が強いという後輩の野⼝君に頼り、助けられることになる訳だけれど、
こんな展開も好きです。野⼝君に⾒透かされた下⼼についてお説教されるのも
いいですね。

202 三⼜の⿃居 神崎マコト ⼀般審査員G 16 15 16 10 15 72 三⼜の⿃居というものの存在をこの話を通じて初めて知りました。そして何故
その様な形なのか等の理由を知りゾッとした私です。話しの流れも分かりやす
く、何度もループする件は息を呑んで読む⾃分がいて、⻤気迫る感じがとても
⾯⽩かったです。2⼈とも助かって欲しいと思っていたのですが、残念でした。
そして最後ですが、終わり⽅が⾮常に気になる！！まさか取り込まれそうに
なってる？？？と思わせる描写。どうかご無事であります様に！

202 三⼜の⿃居 神崎マコト ⼀般審査員H 20 15 20 18 16 89 今⽉も神崎さんの投稿怪談が読めて嬉しいです。今回も衝撃に備えて最後に読
ませて頂きました。過去作の傾向から、普段と違って無茶したり、調⼦に乗っ
ちゃうとトラブルが発⽣する。という展開は予測できたので途中までは冷静に
読み進めていたのですが、終盤でこんな展開！？と読むのに夢中でした。今回
も登場キャラクターの設定に夢中になりました。⼝の悪い後輩の野⼝がツボで
す。途中で伏線の振り返りが⼊っているおかげで、⻑⽂でも迷⼦にならずに読
み進められました。タイムリミットという条件が追加された事で、エンドまで
の焦りと読了後の爽快感を感じました。あらゆるものを飲み込んで⽀配する強
い雑草であるクズを登場させるのずるいなぁ…

202 三⼜の⿃居 神崎マコト ⼀般審査員I 11 10 12 12 11 56 神崎さんの作品は読みやすく⾯⽩いものが多かったですが、今回は私には合わ
なかったようです。あまり怖くもなかったような。きっと来⽉も神崎さんの作
品は審査対象に上がってくるだろうから楽しみにしています

202 三⼜の⿃居 神崎マコト ⼀般審査員J 17 17 15 18 18 85 登⼭をする私にとっては、⼭の⼼霊現象に対しては、⾮常に興味を持ってい
る。いろいろなものが集まっているもののうち、悪意がある魑魅魍魎に引っか
かってしまった話は、聞いたことがないため、⾮常に怖いと思った。主⼈公の
後味の悪さでおわったのも良かった。

合計 167 157 163 153 159 799

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
193 「にせもの」 半分王 ⼀般審査員A 18 18 18 18 18 90 スト2三⼈衆とか第⼆次オカルトブームとか時代を感じる単語がたくさん出て

きますね。この話は怖い。幽霊とかが出てくるわけじゃないと思うけど、タイ
トルの「にせもの」という意味がじわじわ来ますね。「輪廻の家」に⾏った⼈
たち、全員⼊れ替わっているじゃないですか。何とか主⼈公は逃げ切り、別の
⼈がターゲットになったけど、あれから「12⼈」連れて⾏かれた。そして、主
⼈公に届いた同窓会の招待状。ここから先どうなるのか想像してしまいまし
た。欲を⾔えば、最後の⼆⾏はいらない。私には⽋席する権利はないようだ。
ここで〆ていたら、⽂句なしの話になったと思う。⽇記の抜粋というくだりは
個⼈的にはいらない気がしましたが、怖い話であることには変わりはないと思
うので、総合的に⾼評価にしています。

193 「にせもの」 半分王 ⼀般審査員B 15 13 12 12 13 65 鏡の世界の住⼈と⼊れ替わる話はいろいろ聞いたことありますがカルト教団が
その儀式を利⽤して⽣まれ変わるというのはすごい話ですね。気になるのがカ
ルトなら必ず⽣きている教祖が居るはずなんですが登場しないとこをみると、
その教会があった場所を廃墟のままとどめておくために裏で管理をしていたの
かなと、推測します。でも今更、同窓会で⾏⽅不明にするのは意味がわからな
いですね。

193 「にせもの」 半分王 ⼀般審査員C 16 15 15 16 16 78 貴⽅の横にいるその⼈は絶対にホンモノだと⾔い切る保証は有りますか？君⼦
危うきに近寄らず、事態は悪い⽅悪い⽅に向かうものですね、お⾒事です。⾃
分だけが背負う⼗字架としてニセモノとつかず離れずの⼈⽣を送る、⽬に⾒え
たバッドエンドが救いようが無く、怖さと嫌さがぐちゃぐちゃに混在しており
好きです。

193 「にせもの」 半分王 ⼀般審査員D 13 18 14 17 16 78 ⼦どもにとって⾝近にある「お化け屋敷」は魅⼒的ですよね。探検したくなる
気持ちも良く分かります。⼦ども同⼠のあるあるなやり取りから徐々に滲み出
てくる違和感のおかげで、⾃分もカズ君と⼀緒に⼊ってはいけないエリアにハ
イr込んでしまったような嫌な気分になっていきました。タイトル「にせもの」
の伏線回収が途中で予測できてしまったので、怖さは少し低めにつけさせてい
ただきました。⼀度助かった命、カズさんが無事であることを願わずにいられ
ません。スト2のネーミングセンスの良さに笑わせていただきました。

193 「にせもの」 半分王 ⼀般審査員E 15 18 18 18 15 84 ありふれた⼼霊スポットに⾏く怪談とは⼀線を画していました。クラスの⼈気
者のネーミングのセンスも良かったです。最後まで読んでから、なんでタカシ
の吃⾳が治ったのかとか、「偽物の家」に誘われた⼈数など細かい伏線回収が
秀逸でした。その１２⼈の中にカズさんも⼊っていて⾏⽅不明なのか？「偽物
の家」の秘密を知ってしまったから⼝封じされたのか？考察が⽌まらないお話
でした。

193 「にせもの」 半分王 ⼀般審査員F 16 14 14 14 15 73 現代の怪談、怖い話には宗教絡みの話も多くあるけれど、⼀般的には知られな
い、謎めいた部分があるから、きっと題材としても多く扱われるのだと思う。
実際、カルトと⾔われる新興宗教では、実際に理解出来ない怪しげな教義や儀
式があったり、集団⾃殺があった、という話もニュースになったりする。そん
な教団の廃施設は格好の⼼霊スポットになってしまうのは必然なのかもしれな
い。このお話では、施設の奥に⼊るとドッペルゲンガーに出会う、と噂が囁か
れていた訳だけれど、集団⾃殺で亡くなった⼈達の魂がその廃施設に⼊り込ん
だ⼦供達と⼊れ替わろうとしていたのが事実だったら…。それを考えると怖い
ですね。

193 「にせもの」 半分王 ⼀般審査員G 18 19 18 10 17 82 最初の⼊りから既に興味をそそられ、状況描写が丁寧で時にクスッとなる様な
表現も相まってとても⾯⽩く、すいすいと読み進めて⼀気に完読でした！⼩学
⽣の頃の無邪気さや強気な感じ、そして謎のカースト等等“分かるわ〜”と妙に
共感する部分もあり…。そこから少しずつ怪異に移⾏していく様⼦もリアルで
良かったです。タイトルのニセモノとは⁈と思っていたのですが、最後まで読
み“なるほど！”と。結局宗教団体の霊が⽬的達成って事なんですものね…死ん
でやっとゴールってのが怖すぎる！⾊々な怖さのミックスで全体的に⾼評価の
お話しだったと思います。

193 「にせもの」 半分王 ⼀般審査員H 18 18 10 18 15 79 ⼩学⽣の肝試しやめてほしい。我が⼦で想像して恐怖が200倍です。これを全
部読み込んで書評するこちらの気持ちを考えて欲しいです。と叫びたくなるく
らい最⾼の怪談でした。気味の悪い施設。予想していなかった真っ暗な地下、
返事を返してくれないクラスメイト。どんどん恐怖のステージを上げていくス
トーリー展開が素晴らしいです。全体を通して読みやすかったので、状況を想
像できたり、どんなオチなのか予測を楽しめました。終盤のスピード感は最⾼
ですね。ゾクゾクしました。そして最後の⼀⽂の重々しさ。とても良かったで
す。

193 「にせもの」 半分王 ⼀般審査員I 13 13 12 10 12 60 ⽬が覚めても元に戻らなくて。。⾞に轢かれたのも追っかけられた結果だったの
だろうけど死ななくてよかった。⾏⽅不明になったのは⼊れ替わってしまっ
たって出られなくなってしまったのかと怖かった

193 「にせもの」 半分王 ⼀般審査員J 18 15 15 15 17 80 魂の新しい体に⼊れ替えることで永遠の命のようにしたかった宗教団体の話な
のかと思いました。
主⼈公が幾重不明になってしまったのは、無事であることを祈りのみです。
テンポが⾮常に良い話で、怖さとのバランスが⾮常に良かった

合計 160 161 146 148 154 769

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
208 握⼿ ⼗⼆⽉⽥護朗 ⼀般審査員A 16 13 15 15 14 73 握⼿と握⾸の違いですか。怖い話ですね。踊り場で出会った⼥の⼦と握⼿した

ことがきっかけとなり、鷹野さんはおかしくなってしまったんですね。彼⼥が
いなかったら⼈を殺していたのは間違いないかもしれない。そして、マッチン
グアプリで出会った⼥性は踊り場の⼥性に似ている。これは呼ばれています
ね。

208 握⼿ ⼗⼆⽉⽥護朗 ⼀般審査員B 14 12 15 15 12 68 終電後の駅の階段上に⼥の⼦がいて握⼿してくださいは、普通に怖いですよ。
その⼦が可愛ければ可愛いほど怖いです。⼼霊より⼈怖な感じで怖い。どのみ
ち痛い⽬をみるのは確かなので関わらない⽅がいいですね。でも、最後にブヨ
ブヨおばさんに⼊れ替わっていたのは良くないですね。せめて、容姿はそのま
までお願いします。

208 握⼿ ⼗⼆⽉⽥護朗 ⼀般審査員C 16 16 15 14 16 77 筆者が怪談師というだけのことはあり、内容も⽂章も申し分のないクオリティ
で⼤変良かった。
とにかくディテールが細かく、情景が想像しやすいし、体験者のプロフやシ
チュも共感しやすいものなので、感情移⼊がしやすく、それが最終的に恐怖に
も繋がっているように感じた。
ただ、男特有の感性に根ざしているお話だと思うので、⼥性には嫌悪感を感じ
るかもしれない。

208 握⼿ ⼗⼆⽉⽥護朗 ⼀般審査員D 17 18 19 18 17 89 居酒屋で偶々隣に座っただけの⼈からこんな話聞いてしまったら私ならどう答
えるだろう、とふと考えてしまいました。何を聞かされているのだろう、と途
中から考えることを放棄してしまいそうです。美⼥に握⼿を求められてしまっ
たら、男の⼈は断れないものなのでしょうか…そんな⼼の隙につけ⼊られてし
まったのかもしれませんね。その怪異が鷹野さんを取り込もうとしていたのだ
としたら、彼⼥に救われたはずなのに何故硬く感じるようになってしまったの
かとても気になります。⾃分にだけ快感を感じるように、感覚を奪われてし
まったのでしょうか。命は助かったのに⼤切なものを失ってしまった鷹野さん
に、救いの道があることを願います。そこそこのボリュームがある作品でした
が、⽂章⼒が⾼く世界観にあっという間に引き込まれ最後までどきどきしなが
ら読ませていただきました。

208 握⼿ ⼗⼆⽉⽥護朗 ⼀般審査員E 20 20 20 15 20 95 夜⾺裕さんの怪談話を彷彿とさせるような嫌な怪談話でした。若い⼥の⼦のと
の握⼿に執着してしまったの男の話なのかと読み進めていったら、あらぬ⽅向
へ。しかも若い⼥の⼦ではなくておばさんで握⼿が握⾸！握⼿が握⾸とわかっ
た時の驚きと恐怖。そしてまだ握⼿の感覚に執着しているような終わり⽅も良
かったです。

208 握⼿ ⼗⼆⽉⽥護朗 ⼀般審査員F 16 17 18 16 17 84 普段、投稿怪談を読む前に投稿者さんのお名前はあまり⾒ないようにはしてい
るのですが、否応なく⽬に⼊ってしまいました(苦笑)。⼗⼆⽉⽥護朗さんの作
品でしたか！護朗さんの怪談は⻑い(失礼(笑))とよく⾔われているのを⽿にしま
すが、それは情景描写が細かいからであって、⽂章にもそれがよく現れていま
すね。まるでシーンが⽬に⾒えるようです。お話を聞かせてくれた鷹野さんの
最寄駅の階段の踊り場で終電後に出会った謎の⼥性。⾒た⽬は⼆⼗歳前後のア
イドル⾵のその⼥性と握⼿する度に覚える幸福感。彼が握⼿を交わしていた⼥
性は霊で、他の⼈達にはぷよぷよ太った薄着のおばさんに⾒えていたのだろう
か？それとも、⼥性は普通に⼈で、⼥性と鷹野さんにはお互い幻覚を⾒せられ
ら形で何かに取り憑かれ操られていた？結局答えは出ないけれど、⼗分怖いお
話でした。

208 握⼿ ⼗⼆⽉⽥護朗 ⼀般審査員G 17 16 15 10 18 76 握⼿がトラウマになるなんて…そして最後のオチの握⼿が握⾸で⼀気に寒気が
…。魅⼊られてしまうって本当に怖いですね。その辺を加味して意外さを⾼く
評価しました。怖さも後半になるにつれてどんどん加速していき読み応えがあ
りましたし、⾸を締め合っていた件は良い意味で裏切られた感があり⾯⽩かっ
たです。またこの話は終わりではなく、まだ鷹野さんの⾝の上には何か起こり
そうな感じもしたので、終わり⽅も意味深で良かったかな。って鷹野さん的に
きっと良くない事が起きそうですけど…焼き⿃屋の描写も相待ってなんだか雰
囲気のある終わり⽅も良かったです。

208 握⼿ ⼗⼆⽉⽥護朗 ⼀般審査員H 15 10 10 15 10 60 クライマックスの描写が素晴らしい怪談だと思いました。地縛霊の⽅がまだマ
シなのでは？と、思えるぐらいエグい状況だな。と。何度も何度も握⼿をして
いた相⼿は、オバさんだったのか。オバさんも鷹野さんの事を違う誰かに⾒え
ていたのか。いくつも謎は残っているのですが、鷹野さんが囚われてしまった
ままのエンドに続きが気になりました。個⼈的に第三者が取材形式のような⽂
脈は好きなので、最後まで楽しく読めました。もう少し鋭利な部分があると、
投稿怪談としては⾼得点が獲れた気がします。

208 握⼿ ⼗⼆⽉⽥護朗 ⼀般審査員I 12 11 12 10 11 56 ずっと読んでて、最後の焼⿃とカルアミルクの組み合わせが⼀番ゾッとしまし
た。気持ち悪い笑。お話はだた無駄に⻑くて疲れて休み休みになってしまい内
容がよくわかりませんでした。ごめんなさい

208 握⼿ ⼗⼆⽉⽥護朗 ⼀般審査員J 18 18 18 19 18 91 握⼿にまつわる縛りか呪いなのかと思ったが、⾮常に怖かった。婚約者・妻に
対する影響がどうしてあったのかがわからないという気持ち悪さがあった。ま
た、結局、主⼈公は、握⼿をしにいってしまうという幸せにならない結末を選
ぶんだなという後味の悪さも良かった。

合計 161 151 157 147 153 769

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
196 A崖の亡霊 Zukkyunn ⼀般審査員A 16 15 15 18 16 80 私が昔やっていたラノベゲームに問題編と解答編の⼆部構成になっているゲー

ムがありました。この話を読んでいると、なんとなくそれに近い構図になって
いるなと感じました。男⼦学⽣たちが⼼霊スポットに⾏きます。そこで怪異が
起きます。ここが第⼀部。そして、⼥性側の話はその⼼霊スポットがなんで禁
⾜地になっているのか。そこに出てくる幽霊は何者なのか。それを教えてくれ
る話なので第⼆部という感じですね。男性側の視点とか⼥性側の視点をさらに
深掘りすればもっといい話になると思います。

196 A崖の亡霊 Zukkyunn ⼀般審査員B 12 10 13 10 14 59 話の流れはありがちな、⾶び降りで有名な崖でどういう感じで進んでいくのか
なと読んでいたら、急に話が変わり若⼲編集ミスかなと思いながら読み進める
とだんだん誰⽬線の話かわからなくなり、最後に薄い伏線が回収されて終わり
ました。おわり

196 A崖の亡霊 Zukkyunn ⼀般審査員C 15 14 15 14 16 74 ドロドロとした⽬に⾒えない因果を断たない限り、今までもそしてこれからも
この崖の下からご遺体が打ち上げられる事でしょうね。怖さと悲しさを同居さ
せたお話。読み進める内に⾁体ではなく精神や、活⼒⾃体が崖の下へと引っ張
れてゆくそんなイメージが湧きました。前半と後編でまたストーリーがガラッ
と変わり、展開としても意外性がありました。

196 A崖の亡霊 Zukkyunn ⼀般審査員D 12 16 17 18 15 78 オムニバス形式のように⼼霊スポットにまつわる複数の登場⼈物のストーリー
が描かれていて⾯⽩かったです。ただ、個⼈的にそれぞれのストーリーが少し
ずつ駆け⾜になり、終わりに向けて最後は完全に急いでしまっている感じが少
し残念でした。膨⼤な⻑さになりがちなので難しいとは思いますが、冒頭の⼤
学⽣と最後に登場する⺟の描写の量では差がありすぎます。そのため、これは
誰のことだ？と理解するのに時間を有すると流れが途切れてしまうので⾯⽩い
構成でよくできた話なのに勿体ないです。恐怖度としては低めですが、作品と
しては⾯⽩かったです。

196 A崖の亡霊 Zukkyunn ⼀般審査員E 18 15 18 15 18 84 単なる⼼霊スポット話では無くて、時系列が遡って⾏くのが上⼿く纏まってい
て恐怖が倍増しました。崖に現れた⼥の顔が潰れているのに笑っているのが分
かるのがめちゃくちゃ怖かったです。

196 A崖の亡霊 Zukkyunn ⼀般審査員F 14 13 14 13 13 67 オムニバス⾵にお話の中で登場⼈物と場⾯、時系列が切り替わっていくのは⾯
⽩かったです。ただ、もう少し場⾯転換のところで⾏間を空けると、より解り
やすく読みやすくなるのにな、と思いました。台詞も改⾏されているといいか
な、と。最初に登場した⼆⼈の男⼦⼤学⽣は後半に出てくる⼥⼦⾼校⽣の紬の
霊に引っ張られ、⾞ごと崖から落ちてしまったのだろう。A崖はもともとは神
聖な神様を祀っていた禁⾜地だったのが、紬がそこで⾝を投げてしまった事か
ら所謂⼼霊スポットになってしまった、という霊能⼒者の話ですが、⼼霊ス
ポット誕⽣のきっかけの話という意味では新しく⾯⽩いな、と思いました。最
後、紬の親友だった楓も紬の後を追うように亡くなっていた、というのが悲し
いですね。

196 A崖の亡霊 Zukkyunn ⼀般審査員G 14 15 15 10 16 70 話の⼊りはとても⾯⽩く、暇を持て余す⼤学⽣＝⼼霊スポットみたいな半ばお
決まりな展開も“おっ！待ってました”的な感じで。その後何回か話が急展開す
る場⾯があり、ん？となりながらきっと⼤学⽣の話しとリンクするんだなぁと
思いながら読み進めたのですが、その辺の切り替わりや⼈物の⼊れ替わりで、
良い感じの話の流れから、話の複雑展開で怖さが半減する感じが私的には感じ
られ…もう少し話の流れを整理して表現してくれた⽅が怖さは感じられたか
なぁと思いました。しかしこの⾊々な出来事が複雑に絡み合うお話をここまで
仕上げて頂いた事に評価したいと思います。

196 A崖の亡霊 Zukkyunn ⼀般審査員H 15 18 5 5 15 58 定番の⼤学⽣の肝試し怪談が始まって、定番の⾵呂敷の広げ⽅があって、定番
の怪異で…と思っていたら、途中から雰囲気がガラッと変わったのが良かった
です。しかも全⽅位バッドエンド。ここまでぐちゃぐちゃにかき混ぜる必要が
あるのかってぐらいとことん、バッドエンドなのが良かったです。前半、後半
と関連性があるかと思いきや、まったく無関係な感じでしょうか。Bが前半に
登場した⼆⼈のどちらかは謎のまま…ってのもいいと思いました。

196 A崖の亡霊 Zukkyunn ⼀般審査員I 11 10 11 11 11 54 ⼤学⽣が⼼霊スポットに⾏った話とその元になった⾼校⽣の話は別で読みた
かったです。紬ちゃんの幽霊が⾒えて⼤学⽣が紬ちゃんの代わりになったこと
で満⾜しての笑顔だったのかな

196 A崖の亡霊 Zukkyunn ⼀般審査員J 19 19 18 15 19 90 ⾮常に怖かった。神聖な場所で⾃殺してしまったがためにそこに縛り付けられ
てしまいった親友を開放することを考えている⼥性の話と⼼霊スポットに来た
２名の男性の話が⼯作していて、⾮常に興味深い話だった。また、⼥性は開放
された親友と⼀緒になることを選んだと思う部分と男性⼆名を新たな⽣贄とし
たヒトコワの部分もよかった

合計 146 145 141 129 153 714

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
185 だからこそ 猫科狸 ⼀般審査員A 12 14 12 13 14 65 ⼈には苦⼿なものがある。この⼈の場合は⽔が苦⼿だったため、霊媒師みたい

な⼈を呼んで何とかしようとしたのが⼦供のことを思っていている反⾯、なん
でこの男性が来るようになった。誰かに紹介されたのかな。天井から⼥性が出
てくる描写は怖い反⾯、最後主⼈公が乗っ取られてしまう展開は嫌いな⼈がい
るんだろうと思いました。

185 だからこそ 猫科狸 ⼀般審査員B 13 15 15 12 12 67 多分どんな⼈でも腐った⽔は嫌な気分になると思いますが主⼈公は異常なくら
い嫌悪していたんでしょうかね。しかし、何かの治療やお祓いで激痛をともな
うやり⽅はいい事ないなと思いました。主⼈公が極限まで体⼒や精神を疲弊さ
れ、忌み嫌っていたモノに取り込まれてしまったか受け⼊れてしまったという
事ですかね。

185 だからこそ 猫科狸 ⼀般審査員C 17 16 17 15 17 82 新たに業を背負ってしまった。この家族に憑いてる⼥性の霊の描写がまた艶か
しく私は⻄洋の悪魔を勝⼿ながら想像しました。まるでこの結末を最初から望
んでおり、全⾝に絡みつく蛇の様な悪魔。それと⼿を直接下す使い魔の様な存
在の男がまたキャラクターとして確⽴しておりしっかりと映えてました。理由
や理屈では決して説明が出来ない嫌悪感は誰しも潜在的に秘めて居るそこにス
ポットを当てた意欲作。怖いと不快が上⼿くブレンドされていました。

185 だからこそ 猫科狸 ⼀般審査員D 15 13 18 17 17 80 ⽐較的短めの怪談ではあるものの、漂う雰囲気の異様さ、異質さが秀逸でし
た。意図してか分かりませんが、「じっとり」ではなく「じとり」、「ねっと
り」ではなく「ねとり」と促⾳便が使われないことで、不協和⾳のような気持
ちの悪さが増していると感じました。出だしから興味をそそられました。この
家の中で何が起きているのでしょうか。恐らく訪問していた⻘年というのは、
⾃称霊能⼒者の不審者だったのだと思いますが、彼⼥の内に眠っていたのか、
憑りついていた「何か」を呼び覚ますトリガーを引いてしまったのでしょう。
不気味な⼥の正体は不明なままですが、私は彼⼥の中に眠っていた、外に出し
てはいけない存在だったのではないでしょうか。

185 だからこそ 猫科狸 ⼀般審査員E 5 10 15 10 10 50 何に恐怖を感じるかは⼈それぞれだとは思うけれど、プールなどの⽔や飲む⽔
が苦⼿という話は聞いた事が有るけれど極僅かで、⽇常⽣活に⽀障が出る程の
となると、ご両親も藁にも縋る思いだったと理解出来ます。ただ「溜まって
濁った⽔」を好きな⼈いるかな？とは思いました。全体的に薄気味悪い話では
有るけれど、怖いとは違う感覚でした。

185 だからこそ 猫科狸 ⼀般審査員F 16 17 18 13 14 78 これは⼼理的な怖さ、というのか⼈間の狂気、的なお話ですね。確かに、⽣理
的に受け付けない、苦⼿なものはあるとは思う。実際、⽔が飲めない、とか、
⾬が嫌い、という⼈はいるけれど、このお話の〝私〟のように、ここまで⽔が
苦⼿、というのは聞いた事がないし、珍しいかもしれない。ある⽇、両親が連
れてきた⽩いワイシャツの男性は、所謂、⾃称霊能⼒者、というようなものだ
ろう。お祓いと称して体を叩いて悪いモノを追い出すとか⾔ってこのように痛
みで眠れなくなる程に体を叩く。そして、それは効果もなく、ただただ⾼額な
お⾦を持って⾏かれるような感じなんでしょう。きっと両親は藁にも縋るよう
な思いだったのかもしれないけれど、結果的には精神的におかしくなるくらい
追い詰める形になったのでしょうね。恐ろしくも悲しいお話でした。

185 だからこそ 猫科狸 ⼀般審査員G 14 14 15 10 15 68 ⽔へのトラウマが凄い展開になっていく過程がなんとも理解し難い、気持ちの
悪いお話しでした。単なるトラウマからの怪談かと思っていましたが、何やら
複雑で⾔い回しも相まって理解が追いつかない部分もありました。結局の所⽔
への恐怖は何だったのか？⼥は誰？克服出来たが次は両親！何故⁇など幾つも
の謎が多く、その辺が回収されていないので各々の考察で楽しむのかなぁと
思ったり…。最後のオチもなんだか取り憑かれた様な感じで、終始気持ちの悪
い感じの怪談でした。

185 だからこそ 猫科狸 ⼀般審査員H 10 15 15 15 18 73 ねとり…じとり…ぐねり…サラサラした⽔との対⽐になるような擬⾳のチョイ
スがすばらしいと感じました。終始キモチワルイ内容で、異質で、狂ってる。
そんなすばらしい怪談だと思います。序盤で気持ち悪いと感じる「⽔」の姿を
丁寧に書かれていた影響で終盤のいろんな⾒え⽅、臭い、質感がより深度の深
いキモチワルさになっていると思います。導⼊とオチの繋ぎ⽅に感服しまし
た。

185 だからこそ 猫科狸 ⼀般審査員I 12 12 14 14 13 65 汚い⽔が苦⼿だったのに汚い⽔を飲むようにそして飲ませるようになってし
まった。それは治ったのでしょうか。呪い何でしょうか。怖いな。⽔が苦⼿は
⽣きづらいだろうが、こんな結果の克服は克服されたのか疑問だし、⽩のワイ
シャツの⼈はどこに⾏ってしまったのか。存在したのか。。。

185 だからこそ 猫科狸 ⼀般審査員J 15 15 16 13 18 77 ⽔恐怖症と⼼霊現象が結びついた話は始めて聞いた。家族も含め、除霊？をし
ようとしている男性も⾮常に気持ち悪いと思った。いまいち、理由のわからな
い怖さが特徴と思った。

合計 129 141 155 132 148 705



No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
203 お気になさらずに でんこうさん ⼀般審査員A 15 14 16 17 16 78 本村さんから受け取った茶封筒は何なんだろうか。そして、⼤家さんがお返し

は早めにした⽅が良いよと⾔っていたのは何か知っている気がする。お返しを
1⽇遅くしただけで⽣ごみの匂いがするのは呪い的な類なのかなと考えてしま
いましたし、⼤家さんが対処⽅法も分かっているのは引っかかりましたね。そ
して、新しく引っ越ししてきた⼈はお返しをしなかったんでしょうね。読み応
えのある不思議な話でした

203 お気になさらずに でんこうさん ⼀般審査員B 13 12 12 12 13 62 オオモリさんから始まって本村さんがお返しをしなかったから、⽣ゴミ臭が
ずっと付き纏っていたんでしょうかね。だから、引っ越してきた⼈たちになす
り付けようとして引越し祝いを配っているのでしょうか。でも、5万はやりす
ぎで逆に怖くてお返ししますよ。千円とかならもしかしたら、返さないかもし
れませんね。

203 お気になさらずに でんこうさん ⼀般審査員C 14 14 16 14 16 74 なかなか評価が難しい作品。
クオリティは決して低くない、しかし、すごく未消化感を感じる。
謎を多く残したまま終わり、きもちわるさが残る。
こちらの想像⼒を試されるような作品に感じた。
しかし、この感じなんなんだろうな…と思っていたら、ピンときた。
メインストーリーにがある上でのサブストーリーって感じなのだ。
だから、何か⼤きな事案を想起してしまう。
そういう意味では良い作品だと⾔える。

203 お気になさらずに でんこうさん ⼀般審査員D 15 12 16 17 15 75 明らかに何かやってきそうな雰囲気を漂わせている怪しい隣⼈の⽊村さんと、
穏やかに対応してくれるものの何かを隠している⼤家の⼤森さん。この⼆⼈の
対⽐が⾯⽩かったです。事故物件が並ぶこのエリア⾃体、何か謂れがあるので
は…？と考察してしまいました。様々な伏線が張られていて何か⼤きいことが
起こる、と勝⼿に期待してしまったのでふっつりと終わってしまって消化不良
な感じになってしまいました。書き⽅の癖だと思いますが、台詞を1⾏ずつ
「」で区切ってしまうと箇条書きの⽂章を読まされているようで、「お気にな
さらずに」が流れてしまい、個⼈的にはあまり印象に残りませんでした。同時
に、慣れるまで会話なのか⼀⼈の台詞なのか理解しづらかったです。こう書い
た⽅が効果的なこともありますが、無意味に分かれている部分もあるのでそこ
を⼯夫していただけるともっと良くなると思いました。

203 お気になさらずに でんこうさん ⼀般審査員E 15 15 20 15 15 80 前半に描かれている事柄に興味を引かれて読み進めました。知らない名前の書
かれたお⾦の⼊った茶封筒を持って引っ越し祝いに来る隣アパートの⼤家。お
礼はその⽇の内にするように⾔う⼤家、⽣臭い茶封筒など…「おきになさら
ず」と⾔われてもそうは⾏かないですよね。どんな結末になるのか気になって
期待⼤でしたので、結末が肩透かしな感じがしました。

203 お気になさらずに でんこうさん ⼀般審査員F 15 13 13 14 13 68 得体の知れない怖さ、を感じるお話でした。霊が出てくる、とか、グロい、と
かいったものはありませんが、どちらかと⾔えばヒトコワ的要素が⾼いお話で
すね。引っ越して来た所で、どのような事情があるにせよ、隣のアパートの⼤
家さんから引っ越し祝いを貰うというのもまずあり得ないし不気味だけれど、
現⾦が⼊っていた茶封筒から漂ってきた⽣ゴミのような悪臭と、〝オオモリ ア
キオ〟と書かれた名前との因果関係も気になるし、新垣さんが住む事になった
アパートの⼤家さんと〝オオモリ アキオ〟の関係も気になる。亡くなった旦那
さん？隣の⼤家の本村さんと何かあった？気になるけれどわからないモヤモヤ
感は⾯⽩くユーモアさえ感じます。お気になさらずに、と⾔われても気になり
ますよね(笑)。ひとつだけ、助詞の誤字は⽂の意味が変わってしまう場合もあ
るので、そこは気をつけた⽅がいいですね。

203 お気になさらずに でんこうさん ⼀般審査員G 15 13 15 10 13 66 他愛もない⾔葉“お気になさらずに”がとても意味深で⾊々な含みや、怨念すら
感じられるお話しだなぁと思い読ませて頂きました。内容的にはそこまでの怖
さは感じられなかったものの、⼈怖要素も感じられ不気味な感じがしました。
とても読みやすい話ではあったのですが、個⼈的には⽕事があった件や孤独死
の件をもう少し深掘りして欲しかっなぁと。そして封筒の名前も謎。途中何回
もこの話のポイントとなるワードか？と思い読み進めるのですが、なんかフ
ワッとした感じで終わり、モヤモヤが残ってしまった感が。実話や怪談話しは
謎が残ったり綺麗な完結にはならないのは常ですが、何か物⾜りなさを感じて
しまいました。

203 お気になさらずに でんこうさん ⼀般審査員H 10 10 10 15 10 55 幽霊が出てくるような分かりやすい怖さではなく、狂った⼈間の気持ち悪い感
じが詰まった作品だと思いました。まず、引越し祝いで5万円⼊ってるの怖すぎ
ます。いろんな意味で事故物件なのも作品のいい味付けになっていると思いま
した。少し残念に感じたのは、要素がいっぱいありすぎてどれが伏線なのか読
みにくかった点です。それも含めて「お気になさらず」なのかもしれませんが
…

203 お気になさらずに でんこうさん ⼀般審査員I 12 11 11 10 11 55 茶封筒の中⾝はなんだったんでしょう。匂いの正体は？そしてなぜ豹変したの
か？何も解決しないまま新しい⼈が狙われてしまってその⽅は匂いは気になら
ないのだろうか？主⼈公には匂いがわかるのに。。。不思議

203 お気になさらずに でんこうさん ⼀般審査員J 18 15 15 15 15 78 ヒトコワと後味の悪く気持ち悪さが残った。封筒と事故物件の関係性が最後ま
で読んでもよくわからないところが良くもあり読者に優しくないと思った

合計 142 129 144 139 137 691

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
186 蓋が開く。 北川らん ⼀般審査員A 18 13 12 13 12 68 タイトルの蓋が開くってどういう意味なのかなって思いましたが、霊感が⽬覚

めるという意味だと私は解釈しました（違っていたらごめんなさい）。「ぼろ
ぼろ」の描写は妙にリアルで、それ以降施設で体験する事柄もありそうな話だ
なと思いました。

186 蓋が開く。 北川らん ⼀般審査員B 13 13 15 13 11 65 前兆も感じないままに急に⾒え出したら誰でも焦りますよね。⽚頭痛を持って
いる⽅は沢⼭いますが、もしかしたら蓋が関係している⼈も多そうですね。何
事も否定するんじゃなく、理解することが⼤事ということなんですね。

186 蓋が開く。 北川らん ⼀般審査員C 16 16 17 15 16 80 異形異質、この世ならざる者が、唐突に⽬の前に迫り災いをなす展開の怪談は
個⼈的に⼤好きです。拒絶ではなく受け⼊れる事によって災いが無くなる、成
る程深いですね。怖がれば怖がる程、そして拒絶すればする程に⼒が増す。⽣
きている⼈間にも同じ事が⾔えますね。そして謎の達観お婆さんの助⾔もあり
よりストーリーに奥⾏きが⽣まれ物語に⼊り込む事が出来ました。怖いだけで
は無い説得⼒の怪談。

186 蓋が開く。 北川らん ⼀般審査員D 12 11 14 17 13 67 全体的に怖さ、鋭さよりも穏やかな⽇常がちょっとしたきっかけで変わってし
まうゆったりとした時間の経過を感じました。きっかけとなる「ぼろぼろ」の
異様なものとすれ違う箇所は、不気味さとのんびりと会話をしている写真を
撮っている⼈との温度差の対⽐が⾯⽩かったです。情景描写も登場⼈物の台詞
も関係なく⼀続きの⽂章で書かれてしまっているので個⼈的に少々読みづらい
のと、盛り上がりに⽋けるように感じました。所々⽂字化けしてしまっている
もの勿体なかったです。

186 蓋が開く。 北川らん ⼀般審査員E 10 10 15 10 10 55 霊が視えるようになる事を「蓋が開く」という表現の仕⽅が新しいと思いまし
た。開いた蓋は⼆度と戻せない…この先「ぼろぼろ」のような者が、もっとい
ろいろ視えてしまうのと⼀⽣付き合わなければいけないという事ですよね。も
のすごく凄く怖い。公園の⽴地を細かく書いていますが、分かり難くて頭に
⼊って来ないです。もっと簡潔に書いて貰えると、読みやすくなると思いまし
た。

186 蓋が開く。 北川らん ⼀般審査員F 14 13 13 13 12 65 介護福祉施設での不思議な体験談はよく⽿にします。⾃分⾃⾝も、介護福祉施
設で仕事の経験があるので、職場の雰囲気やどのような⼊居者さんがいらっ
しゃったりというのはよくわかります。このお話の主さんは、新しく⼊所され
たご婦⼈が⾔われるように、家系に霊感が強い⽅がいらっしゃったのかもしれ
ませんね。これまではあまり感じなかった霊感が、「ぼろぼろ」を⾒てしまっ
た事がきっかけで開眼したのかもしれないですね。蓋が開く、という⾔い⽅を
する事もあるみたいです。世の中には、そのような霊感というのか、能⼒のあ
る⽅が結構いらっしゃるようだし、そんな⽅達も、同じように⾊々悩みなが
ら、⾃分の能⼒とつきあっていらっしゃるのでしょうね。⼀部、⽂字化けして
いる箇所があったのが残念でした。

186 蓋が開く。 北川らん ⼀般審査員G 18 17 17 10 16 78 ⾮常に考えさせられる⾯⽩い怪談でした！おどろおどろしい怖さでは無いので
すが、切り⼝が⾯⽩く第三の⽬が開く事を“蓋が開く”と表現する辺りも⾮常に
興味深く考えさせられました。また“蓋が緩む”と⾔う表現も⾯⽩いですよね…
少しずつ開眼するって感じなのですかね？とても分かりやすい表現だと思いま
した。タイトルも意味深でしたので、話を読んでなるほど！と。きっとこの⽅
以外にもこんな感じで蓋が開いてしまった⼈は沢⼭いるんでしょうね…全体的
に⾼評価のお話しだったと思います。

186 蓋が開く。 北川らん ⼀般審査員H 12 10 12 15 12 61 何の蓋だろう？と読み進めてたところ、そういう事かー！と納得できる内容で
した。解決しない継続バッドエンドではありますが、事情に詳しいおばあさん
の登場でストーリーの不明瞭だった部分がゆっくり解読されていく過程は読ん
でて気持ちよかったです。ボロボロがどんな姿をしていたのか。の表現がすご
く⽣々しくゾクっとしました。絶対創作であって欲しいです。

186 蓋が開く。 北川らん ⼀般審査員I 10 11 11 11 10 53 いやぁ読みづらい。⽂章がずっと続いていて読みづらい。公園での出来事まで
は怖かったのですが、その後施設での話のところくらいででこの⽂章が続く書
き⽅で、疲れてきて頭に残らなくなりました。ちゃんと読めていたらもっと怖
かったのかもしれないと思ったらもたいなっかたです

186 蓋が開く。 北川らん ⼀般審査員J 18 15 18 15 18 84 ナニカの能⼒を⽬覚めさせることとなった珍しい話と思った。⽬覚めたときの
⼾惑いにおける恐怖がよく分かる話だった。結局受け⼊れることになるまで
の、話としては、興味深いものだった

合計 141 129 144 132 130 676

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
187 ヴァンパイア ライフ

ライン
⼀般審査員A 10 11 14 12 12 59 ⼩説の設定としては本当に⾯⽩い話です。永遠に⽣き続けることが出来る命、

その代償として男性と⼀夜を共にする。そして、男性の⽅から去った場合は謎
の死を遂げる。まさしく怪しい話。⿊っぽい服と帽⼦の⼤柄な男性という描写
はまさしくドラキュラ伯爵。興味深い話でした。

187 ヴァンパイア ライフ
ライン

⼀般審査員B 12 13 16 14 14 69 ヴァンパイアのネズミ講ですね。保有できる⽣命⼒が3ヶ⽉だけで残せるのが2
週間てのは良くできた設定ですね。主が3ヶ⽉分を超えた量の⽣命⼒はもらう
という悪い設定だけが引っかかりますが良い話でした。

187 ヴァンパイア ライフ
ライン

⼀般審査員C 17 17 16 17 16 83 冒頭から切迫した雰囲気がひしひしと伝わる⽂書がストーリーを終始ダレさせ
る事なく最後までストレートに読ませる⼒がありました。永遠の若さを保つに
はやはりリスクがあるそこの部分が詳細に丁寧に書かれている事によってファ
ンタジーで何処か荒唐無稽な設定であっても強い説得⼒がありました。現実に
もある様な不可解な死、そして同時に消える謎の美⼥等ストーリーとしての
ユーモア、鋭さがとくにありました。

187 ヴァンパイア ライフ
ライン

⼀般審査員D 12 16 17 19 15 79 読み始めた時は男⼥間に起こるヒトコワか？と思っていましたが、すぐにそう
ではないと理解しました。設定がしっかりできていてタイトルを含め、星新⼀
のショートショートを読んでいるような感覚で楽しませていただきました。ひ
どい裏切りをされて恋をすることを辞めた⼥性の⼼を開いたこの男の⼈はさぞ
かし魅⼒的な⼈だったのでしょう。しかし、男の⼈が彼⼥のもとを去ったの
は、⾁体関係が⽬的だったのだとしたら…この先の展開がとても気になりま
す。

187 ヴァンパイア ライフ
ライン

⼀般審査員E 5 10 18 10 10 53 ヴァンパイアのライフラインがまさか…。物語としては⾯⽩かったですが怪談
なのかは疑問でした。⾒事に復習も遂げられたけれど、まさか恋に落ちてしま
うとは！２５歳から９２歳までの間、３ヶ⽉毎に⼈が亡くなって⾏くのは結構
な⼈数だなと思いました。

187 ヴァンパイア ライフ
ライン

⼀般審査員F 14 15 14 15 14 72 ⼀般的な怪談とは少しテイストが違いますが、⾯⽩く読ませていただきまし
た。結婚⼨前までいっていた男性に別れを告げられ、そんな裏切りを恨みに思
い⾃殺しようとしたが、謎の⿊ずくめの男と出会ったことから⼈⽣が変わる彼
⼥。ヴァンパイアのような特殊能⼒を与えられ、条件さえ守れば永遠の命を保
つ事が出来る。不思議なお話ですね。男性に裏切られた事がきっかけだとして
も、男性を獲物としてしか⾒ていない⼥性が⼀番怖いと思いました。私はやり
たい事が沢⼭あるし、⼀時は永遠の命に憧れたりした事もありますが、やはり
命には限りがあるから素晴らしいのだと今は思っています。

187 ヴァンパイア ライフ
ライン

⼀般審査員G 17 18 18 10 15 78 怪談と⾔うより、普通の⼩説を読んでいる様な感覚になる…そんな感じで楽し
めたお話しでした。そこに新しさも感じたので、そこの部分は⾼得点としまし
た。怖さはあまり感じ無かったのですが、情景や話しが⾯⽩く死と常に隣り合
わせな描写に恐怖を感じたので“怖さ”の点も⾼く評価しています。しかしこの
話し、ドラマとかにしても⾯⽩い感じですよね！それだけ内容が濃くて、映像
でも観てみたいなぁと思ってしまいました。まさにタイトル通り、本当にバン
パイヤライフですがこの⼈にこの先死を選択する時が来たら、それはどんな時
なのか⁈その辺も気になる所でした。

187 ヴァンパイア ライフ
ライン

⼀般審査員H 8 15 8 10 10 51 グランプリ投稿作品で、LINEが出てくるのは初めてじゃないでしょうか？⾝近
なアプリが出てきたので、書かれている内容をLINEの画⾯で想像できました。
最初、昔流⾏ったチェーンメールみたいだなぁ…と読み進めていましたが、い
い意味で裏切られました。チェーンメールの⽅が可愛らしい内容だなと。こん
なに重く⾃分勝⼿で、純粋で我儘で、狂った⼥の脅しだったとは…。結末が⾒
えない終わり⽅なのも
いいですね。今だとメンヘラの⼀⾔で済んでしまうのかもしれませんが。

187 ヴァンパイア ライフ
ライン

⼀般審査員I 13 12 14 12 11 62 結局、愛した⼈にまた逃げられたということでしょうか。そして愛した⼈はま
た⾃分のせいで死んでしまうと。。。⼀⽣そばにいさせないといけないんです
ね。相⼿はどんなことがあろうと側にいるか死ぬか。究極ですね

187 ヴァンパイア ライフ
ライン

⼀般審査員J 12 15 15 15 12 69 ⼩説のようなロマンを感じさせる⾯⽩さがありました。特に主⼈公の⼼情の変
化が⾯⽩く、男性を獲物として考えるようになったのがおもしろい

合計 120 142 150 134 129 675

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
190 『 いつわりの⽇々 』 ☆ Yuta Naito

☆
⼀般審査員A 12 13 12 14 12 63 転校する前に起きた不思議な話。同じ誕⽣⽇の友達がトラックの事故に巻き込

まれてしまったのがきっかけとなり、主⼈公や友達をからかっていた⼈たちが
全員跳ねられてしまうのは普通じゃないですね。なんで友達は急に転校したの
か。地域の⼈がタブーにしてしまったのはなぜなのか。そして、⾦縛りの時に
やってきたのが未来の⾃分ということは、いつか主⼈公は昔の⾃分のところに
⾏くことになるのか。いろいろと気になる話ですね。

190 『 いつわりの⽇々 』 ☆ Yuta Naito
☆

⼀般審査員B 14 15 15 12 13 69 読みがいのある良い話でした。前書きの読んだらなにが起きるかわかりません
というのが、わからなかったのですがどういう現象が起きるんでしょうか。ト
ラックに跳ねられるとかは出来ればやめてほしいです。前世が存在するのな
ら、前の世からの魂の繋がりみたいなものはあるような気がします。たしかに
全ての⼈が⼈⽣1回⽬だとしたら、優秀な⼈とポンコツの差がありすぎると感
じますね。前世で積んだものを⽣まれ変わりで引き継いでる感覚はなにかしら
わかる気がしました。

190 『 いつわりの⽇々 』 ☆ Yuta Naito
☆

⼀般審査員C 15 16 16 16 17 80 不思議できっと誰にでも当てはまるであろう少し懐かしい少年時代。今思い返
してみるとあり得ない事象が起こっても⼦供の時は⾃然と受け⼊れる出来事て
有りますよね？⾃分だけしか覚えていない謎の同級⽣…それも⾃分そっくり
な。書かれているように決して科学では説明出来ない因果は有ります。そう⾔
わせるだけの構成⼒と具体例でした。後半にかけての鋭さ、意外な展開も有り
で良かったです。

190 『 いつわりの⽇々 』 ☆ Yuta Naito
☆

⼀般審査員D 15 11 17 18 14 75 この⽅とD君は、互いに不思議な縁で結ばれたソウルメイトのような存在だっ
たのでしょうか。前世の記憶があったなら、前の縁ではどんな別れ⽅をしたの
か、どんな⽣き⽅をしていたのかも知りたくなりました。個⼈的に、句読点の
使い⽅（読点は全くありませんでしたが）に癖があり、細かい改⾏の多さも相
まって読んていて何とも⾔えないテンポの悪さを感じました。短い⽂章を積み
重ねて分かりやすいようになってはいるものの、⼩2の⼦どもを⾞に跳ねられ
た翌⽇に登校させる学校や親はいないと思います。D君と呼応するような運命
を辿るとなると、こうなってしまうのかもしれませんが時々出てくる無理があ
る展開が少し気になってしまいました。
「誕⽣⽇」に使われている「誕」という字の意味を調べてみると、「いつわ
り」とも読めるし「苦しいこと、悲しいこと」という意味もあると知ることが
でき、とても勉強になりました。

190 『 いつわりの⽇々 』 ☆ Yuta Naito
☆

⼀般審査員E 5 5 5 5 5 25 タイトルの「いつわりの⽇々」と「誕」の字の意味やDとのシンクロなど、と
ても興味を引く所が有るのに、話にまとまりが無くとても残念です。「あとが
き」から始まって凄く期待値が上がって読み始めたのも有るのかも知れませ
ん。内容的に「あとがき」に記載されていた様な科学的云々や読んで障りの有
るような内容でも無かったと思います。前段で⾦縛り中に乗ってきた⼤男が実
は⾃分だったと⾔う終わり⽅も有りふれていて新しさは感じなかったです。

190 『 いつわりの⽇々 』 ☆ Yuta Naito
☆

⼀般審査員F 15 13 14 14 15 71 冒頭にあとがきを持ってくるのは斬新ですね。そのあとがきを読む限り、この
お話は実話、という認識で読ませていただきました。私はこれまでに⾃分と名
字だけ同じ、名前だけ同じ、という⼈には会った事はあるけど、⾃分と同姓同
名の⼈には会った事がありません。同姓同名というだけでなく、誕⽣⽇まで同
じで、共通点が沢⼭あって、ここまで似通っているのは本当に凄いし、やはり
運命の出会い、ソウルメイト、なんて思ってしまいますね。そんな運命的な親
友の〝D〟君が突然、⾃分と事故に遭った、と思ったら、そのような事実はな
く、〝D〟君は⾏⽅不明という事になっている。不思議ですね。でも、〝D〟君
は今も主さんと共に⽣きているのでしょうね。⾮常に興味深いお話でしたが、
ひとつだけ、時系列がややわかりにくかったので、そこを上⼿く整理されてい
ると、もっと伝わりやすくなるかな、と思いました。

190 『 いつわりの⽇々 』 ☆ Yuta Naito
☆

⼀般審査員G 15 18 18 15 15 81 怪談としての怖さは感じなかったのですが、⽣と死、輪廻転⽣、等⾊々と考え
させれたお話しでした。お話しの構成もとても読みやすく時々ほっこりさせら
れる描写にユーモアも感じたので、怪談では珍しく“ユーモア”の点を⾼評価と
しました。しかしこの様な繋がりの存在、凄いですね…そして⾮常に興味深
い。別々に⽣まれて来ているけど、前世での繋がりが凄いんですね。そして今
こうして出会っている⼈もきっと前世で何かしら縁のある⼈なのかなぁ…そし
て意味のある出会いなのかなぁ。そんな事も感じながら読みました。また最後
の“誕⽣⽇”等々の件、私もその話を最近知って、⾯⽩いなぁと思っていた所
だったので⾊々と深いなぁと思い共感した所でもありました。

190 『 いつわりの⽇々 』 ☆ Yuta Naito
☆

⼀般審査員H 10 15 18 15 18 76 タイトル回収がすばらしい。なにより、すべての描写が⽣々しく、創作ではな
く実話のように感じました。（書評をするにあたって創作前提で感想を書いて
ます）会話の描写が多かったのですが、⽐較的混乱せず読めました。ホラーの
ようなSFのような、今の時代に合った不思議話で読了後に満⾜しました。今ま
でに読んだ事のない新しさを感じました。残念なのは不思議な出来事の説明が
分かりにくく、何か不思議な事が起きているのはわかるが、因果関係や関連性
まで理解するには何度か読む必要があった点です。要素が多い内容でしたの
で、終盤で振り返り（答え合わせ）の章があっても良かったかも。

190 『 いつわりの⽇々 』 ☆ Yuta Naito
☆

⼀般審査員I 11 11 10 10 11 53 ⼆⼈は同⼀⼈物だったのかイマジナリーフレンドだったのか。。。⼤半の⼈の記
憶に残ってない⼈。それとも平⾏世界と⼊れ替わったのかトラック後はちょっ
と不思議でした

190 『 いつわりの⽇々 』 ☆ Yuta Naito
☆

⼀般審査員J 12 14 17 18 18 79 ⼩説やドラマにありそうな魂の⼊れ替わりなのかイマジナリーフレンドのよう
な話なのかと思わせる⾯⽩い話だった
怖さはそれほどないが、興味深く⾯⽩かったが、やや冗⻑なでもう少し展開が
早いほうが良かったと思った。

合計 124 131 142 137 138 672
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